
奈
良
・
平
城
官
跡

（第
一τ
次
）

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

。
法
華
寺
町

。
北
新
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
五
年

（昭
４。
）
七
月
を

一
九
六
六
年

（昭
４‐
）
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
枢
本
亀
次
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衝
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
！
平
安
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
の
概
要

こ
の
調
査
は
、
平
城
宮
の
中
心
部
北
半
に
あ
た
る
第

一
次
内
裏
推
定
地
区
の

東
南
部
分
で
行

っ
た
。
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
内
裏
東
辺
を
か
ぎ
る
と
思

わ
れ
る
南
北
方
向
の
築
地
で
あ
る
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
土
羨
Ｓ
Ｋ
三
七

三
〇
で
、
発
掘
地
区
の
東
南
部
、
南
北
築
地
か
ら
東

へ
約
二
五
ｍ
の
地
点
で
み

つ
か
っ
た
。
方
二

・
二
ｍ
、
深
さ
○

・
七
ｍ
で
、
計
四
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
角
俣
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕μ宴
∞実
ヽ
昌

９
　
関
係
文
献

條
賤
卵
短
嗽
　

『
平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
四
』
　
　
　
一
九
六
七
年

（鬼
頭
清
切
）

奈
良
・
平
城
宮
跡

（第
二
八
次
）

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
佐
紀
町

・
法
華
寺
町

・
北
新
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
五
年

（昭
４。
）
九
月
を

一
九
六
六
年

（昭
４‐
こ
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
極
本
亀
次
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

・
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
の
概
要

こ
の
調
査
は
、
平
城
官
第

一
次
内
一異
推
定
地
区
の
西
に
接
す
る
地
点
で
行

っ

た
。
佐
紀
池
の
南
に
あ
た
り
、
小
学

「池
尻
」
に
あ
た
る
。
検
出
し
た
遺
構
は

溝

・
土
羨
の
ほ
か
塀
三
条
で
あ
る
。
木
筒
は
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
二
五
か
ら
計
七

九
点
出
上
し
た
。
そ
の
他
、
伴
出
遺
物
と
し
て
は
木
製
百
万
塔
未
製
品
、
漆
塗

柄
頭
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

紀
年
銘
を
も
つ
も
の
と
し
て
は

「養
老
七
年
」

「
天
平
十
八
年
」
な
ど
が
あ

る
が
、
木
簡
の
主
体
は
貢
進
物
付
札
と
そ
の
断
片
で
あ
る
。
越
前
い
参
河
、
讃

岐
、
阿
波
な
ど
の
貢
進
付
札
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
も
の

は
、
参
河
国
播
豆
郡
析
嶋
か
ら
の
費
の
貢
進
付
札
で
あ
る
。
同
類
の
参
河
国
析

嶋
な
い
し
篠
島
か
ら
の
贄
貢
進
付
札
は
、
Ｓ
Ｄ
三
八
二
五
以
外
で
も
、
第
二
次




